
第 1683回例会      令和 6年 8月 28日(水) 

＜今日のプログラム＞ 

1.点      鐘  会長 小牧 義隆 君 

2.ロータリーソング ♪ 我らの生業 ♪ 

3.4つのテスト     本日の担当者より 

4.会長の時間     会長 小牧 義隆 君 

5.幹事報告      幹事 藤浪敦志 君 

6.出席報告       出席委員より～     

7,委員会報告   

8、夜間例会 

11.次週例会案内      SAAより 

12.点      鐘  会長 小牧義隆 君 

第 1682回例会記録  令和 6年 8月 21日（水） 

■会長の時間      会長 小牧 義隆 君 

皆さんこんにちは、

盆はいかがお過ごし

でしたか？ 

 私は孫たちの三納

の川にキャンプに行

ってきました。今高

校野球が暑いですが、

大社高校、神村学園

両方とも負けてしまいましたが、高校生の活躍に大

変勇気づけられました。 

 先週の理事会に於いて次年度ガバナー補佐の件

で協議した結果、藤堂会員に決定しました。皆さん

の協力をお願いします。又、先週の誕生祝の東さん

が本日は見えておりますので祝いの品を贈呈しま

す。 

■幹事報告       幹事 藤浪 淳志君 

◎都城の RC70 周年

記念式典の案内が来

ております、10月 13

日。 

 ◎職業奉仕セミナ

ーの案内 

 ◎地区大会の案内

と登録 

■出席         委員長 岩切正司君 

本日の出席は 23名で成績が良いです。88％ 

■HP披露       委員  工藤登紀子君 

 

田辺浩嗣君・斎藤直

之君・川崎麻友君 

誕生のお祝 

岩切正司君 から

いただきました。あ

りがとうございま

す。 

■委員会報告      吉田康一郎君 

歯車会の案内が来ました、10月 2日の予定です 

■会計報告       田邊浩嗣会計 

会計報告と次年度の予算書を配布します。 

■親睦委員会       白尾國輝君 

 

8 月 28 日の例会は

タジマに於いて夜

間例会です。 

参加よろしくお願

いします。 

 

 

■会員卓話      斎藤直之君 

OSO18（オソじゅうは

ち[3]、2014 年（平成 26

年）2 月ごろ - 2023 年

（令和 5年）7月 30日）

は、北海道東部の川上

郡標茶町および厚岸郡

厚岸町一帯において、

2019 年（平成 31/令和

元年）から 2023 年（令和 5年）にかけて家畜（乳牛）を襲

撃していた雄ヒグマ 1 頭のコードネーム[7]。2019 年 7 月に

人間による唯一の目撃を伴って白昼に被害が発生した標茶

町オソツベツ[7]の地名と、前足の幅が 18センチメートルと

推定されたことにより命名された[8]。しかし、追跡中調査中

に発見された鮮明な足跡は 17センチメートル、捕獲後の報

道では 20 センチメートルと、足の寸法には幅がある[9]。 
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2019年から 2023年 6月末までに標茶町と厚岸町で OSO18

に襲われたとみられる牛は、残された体毛の DNA分析などか

ら合計 66頭と推定され、うち 32頭が殺された[7][10]。生前の写

真は夜間に自動撮影されるなどした 3枚と、2023年 6月に撮

影されたカラー写真 1枚のみ[7][6]。足跡から行動ルートを推定し

て、ハンターが朝夕待ち伏せたが捕捉できておらず、まるで鳥

獣保護法で夜間の猟銃発砲が禁じられていることを知っている

ような用心深さと評している[7]。放牧牛を狙うが、2022年に入り

襲撃場所が牛舎や民家に近づいている[7]。 

2022年 7月の襲撃例では、殺した牛の内臓をその場で食べ、

翌朝に約 100 メートル離れた沢まで引きずって行って肉も食べ

るなど、餌に執着するヒグマならではの習性も見てとれる[7]一

方、2023年では牛のロースのみを食べる偏食パターンも見せ

[11]、混乱を生んでいた。また、罠を回避して餌を摂食することか

ら高度な知能を持つこと、食べ残した肉を放置することから殺戮

を楽しんでいることも噂された[12]。 

OSO18による被害が最初に確認されたのは 2019年 7月 16

日で、標茶町オソツベツ地区でのことであった[12][13]。牧草地付

近の斜面に殺害された牛の遺骸が転がっており、発見した牧場

主が足を滑らせ声を発した際、藪からヒグマが逃走する様子を

目撃した[12]。その後当該個体はしばらく姿を現すことなく、現場

に残された体毛と足跡のみが手掛かりとなった[12]。同年 9月

18日までに 28頭の牛を襲撃したものの[13]、9か所の現場で

採取された体毛の多くには他の動物の体毛が混入しており、ま

た DNAの抽出を可能とするほど良好な保存状態を持つサンプ

ルにも限りがあり、DNAが採取されたのは 2か所の現場のみ

であった[12]。しかし 2か所で同一の DNAが検出されたことによ

り、一連の牛の被害が同一のヒグマによりもたらされた可能性

が 2019年の時点で浮上した[12]。 

2020年にも 5頭の牛が死亡した[13]。被害が発生した 5か所か

らは前年と同一個体のヒグマの DNAが検出された[12]。標茶町

の猟友会と自治体が協力して痕跡調査や巡視を実施していた

ものの発見・捕獲には至らず、2021年には厚岸町にも被害範

囲が拡大した[13]。被害が広域化したことから、2021年 11月に

は釧路総合振興局を事務局として対策会議が発足した[13]。対

策会議は OSO18の体毛を採取するための複数のヘアトラップ

を設置し[13]、後にこれが自動カメラでの撮影に繋がった[12]。

2022年には厚岸町営牧場が総延長 20キロメートルに及ぶ電

気柵を設置し、OSO18および他のヒグマの侵入を防除した

[13]。 

乳牛「リオン」との戦い、狩りの失敗 

2022年8月20日には、OSO18は厚岸町内の牧場で体重500

キログラムの乳牛を襲撃し、この殺害に失敗している [14]。襲撃

された乳牛リオンは気性の荒い個体であり、両肩に噛み跡が残

され全身が泥に塗れていたものの生還。切除されていない角の

先端には OSO18 の体毛が付着していた[14]。このため OSO18

はリオンによる抵抗を受けて負傷したと推測された [14]。これ以

降 2022 年に OSO18 による被害は確認されておらず、翌年に

も鳴りを潜めることとなった[14]。リオン襲撃失敗以降に確認され

た被害としては、2023 年 6 月 24 日に標茶町の牧場で 1 頭の

乳牛の遺骸が発見されたのみであった[14] 

■会員卓話      郡司武俊君 

佐土原RCに入会し

て 37 年になります、

その間何回も卓話

をしてきました。同

じことを 2回、3回

と話したと思いま

すが、今日の話は初

めてかと思います。 

初めに、先日の地震についてお話しますが、非難す

るときは必ず、歯磨の道具は各自持参するよう心が

けてください、避難生活に於いて口腔ケアが非常に

大事になります、不衛生になると誤嚥等による肺炎

を発症し、生命の危険にさらされますので、必ず各

自備蓄をするように心がけてください。 

 自分の趣味に関する話をします、いろいろな趣味

を持っていまして、最初にテニスを長い間実施 S邸

ます。うまくはありませんが、それなりに体力づく

りに励んでいます。次に登山の趣味があります。 

 同業者で中里先生に、誘われて登山をしました、

これもテニスの耐力づくりになればという思いで

始めた次第です。 

 次にマラソンを何回かフルマラソンに挑戦して 1

回だけ完走しました、あとは途中で休憩したら、体

が動かなくなる体験をしております。次にキャンプ

の趣味もあります、各オートキャンプを利用しまし

たが、夷守のキャンプ場は最高でした、蛇口からお

湯がでる施設で最高です。 

 次に庭いじりも好きです。 

又、コロナ過の時は DIY にもはまりました。いろ

いろなものを作り結構うまくいくものですね。次に

ゴルフも体験しましたが、今わあまり行っておりま

せん。最後に花づくりをしております、スマホにア

ップしましたが、 
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